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第22回山形県ジュニア駅伝競走大会
第44回蔵王坊平クロスカントリー大会
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走る 第22回山形県ジュニア駅伝競走大会
第44回蔵王坊平クロスカントリー大会走る

5_上山明新館高等学校
の生徒などが受付や給水
などのスタッフとしてサポート
／6_シニアも多くの人たちが参加。
起伏に富んだ難コースに果敢に挑む
／7_過酷なレースにも笑顔を見せる
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1_ピストルの合図で勢いよくスタート！／2_招待
チームとして、東洋大学、中央大学の選手たちも参
加。合宿でさらに磨いた走力を披露した／3_「ガン
バレ！」沿道からの応援にも力が入る／4_自分たち
の襷を一つでも前に。持っている力を振り絞る
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国内有数のトレーニング施設として

　蔵王坊平アスリートヴィレッジは、標高1,000ｍに位置する、東北で
唯一の文部科学省指定ナショナルトレーニングセンター高地トレー
ニング強化拠点施設です。陸上競技をはじめ、国内のバスケットボ
ールやバレーボールの実業団チームなどのトップアスリートにも活用
されているほか、東京2020オリンピック・パラリンピック大会において
は、ポーランド共和国陸上チームの合宿地として指定されています。
　民間企業によるリカバリー施設などの整備も予定され、今後さらな
る施設の充実が見込まれます。

▲合宿に訪れたジェイテクトＳＴＩＮＧＳ男子バ
レーボールチームが、市内の子どもたちを対象にクリ
ニックを開催（７月13日）
※見学できる合宿があります。13ページをご覧ください。
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Cross Country　　 in Zao-Bodaira

ジュニア駅伝
上山女子チーム

ジュニア駅伝
上山男子チーム

最後までみんなで協力
して気持ちよく走ること
ができました！



～かみのやま東西南北～
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空き家・空き地だった場所に芝を張るなどして整備したワクワク広場（湯町）

　６月18日、空き家・空き地の対策を積極的に推進し
ていくことを目的に「NPO法人かみのやまランドバン
ク」（渡辺秀賢理事長）が設立されました。
　本団体は、県宅地建物取引業協会、県司法書士会、
県土地家屋調査士会、県建築士会、市商工会、市シル
バー人材センター、市金融協会、明海大学⎝千葉県⎠、
東北芸術工科大学、市の計10団体で理事を構成。所
有者が分からない物件や、相続などの課題を抱えた空
き家・空き地の問題解決に民間と行政がタッグを組ん

で取り組みます。
　本団体のメンバーは「１軒だけでは売れない空き家
も、周辺の空き地や道路などと組み合わせて一体的に
再編することで、価値を高めることができる。空き
家・空き地は、まちのにぎわいをつくりだすチャンス
になる」と期待を寄せます。
※「ランドバンク」は、小規模連鎖型区画再編事業を
指します。空き家や空き地、道路を一体的に再生し、
活用を促します。

５

親子でワクワク!
湯町でマルシェを開催

info

しっくい蔵、茅葺き古民家、
町家大募集!

topic

Pick-Up 01

空き家・空き地を〝チャンス〟に
NPO法人かみのやまランドバンク事業始動

　「カフェやギャラリーで、しっくい蔵・茅葺
き古民家・町家を活用したい！」との問い合わ
せが市に寄せられています。
　城下町の歴史の風情を感じる資源の提供を募
集します。
■対象　◇空き家を転売または転貸したい人
　　　　◇現在利用しているが、数年後に転売
　　　　または転貸したい人

４

４

　７月14日、湯町地内の一部
を歩行者天国にして、キッチン
カーや屋台などが並ぶマルシェ
が開催されました。
　訪れた人は「芝生が張られて
いる広場は、もともと空き家・
空き地だったと聞いてびっく
り。帰りには温泉やまち歩きを
楽しみたいと思います」と話し
ました。 問合せ　建設課　内線425

上山の未来へ向け計画を検証
上山市振興計画推進会議

　６月25・26日、７月２日の３日間、｢第７次上山市振興計
画｣、｢上山市まち・ひと・しごと創生総合戦略｣の進捗状況
の検証を行う振興計画推進会議を市役所で開催しました。
　検証されたのは、昨年度実施された89施策313事業。出
席した12人の委員からは、施策の内容や状況に対する疑問
点や改善策など、幅広い意見が出されました。
　市は今後も、進捗状況を確認しながら、本計画に沿った
市政運営を進めていきます。

Pick-Up 02

安全・安心な夏を過ごそう!
第２回安全安心なまちづくり上山市民大会
“明るいやまがた”夏の安全県民運動上山市出発式

Pick-Up 04

　７月19日、「第２回安全安心なまちづくり上山市民
大会」が三友エンジニア体育文化センターで開催さ
れ、約150人が参加しました。
　交通安全や防犯に貢献された個人や団体が表彰され
たほか、近年増加している「アポ電」による詐欺被害
のDVD放映、交通事故防止を呼びかける寸劇などを
通し、安全への意識を高めました。
　同日､｢“明るいやまがた”夏の安全県民運動上山市出
発式｣も開催され､参加者は啓発活動に向かう車両を見
送りました｡２

戦争のない恒久平和を祈って
令和元年度市戦没者追悼式

　７月17日、「令和元年度市戦没者追悼式」がしめやかに
営まれました。参加した遺族や関係者など約120人は、黙と
うや献花などをとおし、戦没者の冥福と、世界の恒久平和
を祈りました。
　席上、市遺族会会長の山口武男さん（仙石）は「現在の
平和は遺族の悲しみや困難の上に築かれたもの。戦争の記
憶を風化させることなく後世に伝え、一日でも早く戦争のな
い平和な世界になることを祈っています」と述べました。

Pick-Up 03

みなみ保育園の園児が、横断歩道の安全な渡り方を実演した

交通安全功労表彰
◇小川厚好さん（三上）
◇岡﨑 弘さん（朝日台）

上山市
防犯協会
表彰

防犯功労者表彰
◇甲州武美さん（河崎）
◇上山地区警友会
　（特殊詐欺防止広報班）

２

上山市
交通安全
推進協議会

表彰



かみのやまワイン通信
Delicious * Happy  Topics! vol.

ワインに関する知識や、
かみのやまテロワールの
情報をお届けします

佐藤フジエさん
（山形屋グループ会長）

子どもたちの健全育成のため
300万円を寄附

ありがとうございます

　夫である故・佐藤長八さん（古屋敷出身）
の故郷である本市の子どもたちが、夢と希望
を持って健やかに成長できるようにと300万円
を寄附いただきました。

 Ruka Iino飯野瑠佳さん
（学校教育課所属）

上山のおいしい野菜
を食べるのが楽しみ
です！よろしくお願い
します！

　８月１日、本市の地域おこし協力隊員とし
て、飯野瑠佳さん（東京都多摩市出身）が着
任しました。
　これまでの留学経験などを生かし、ALT（外
国語指導助手）として市内小学校の英語教育
のサポート業務に取り組みます。
　飯野さんは「上山の子どもたちが楽しみなが
ら勉強して、英語を好きになってくれるように
頑張ります」と抱負を述べました。

よろしくお願いします！
　地域おこし協力隊員誕生新東京オリンピック・パラリンピックホストタウン NEWS

●申込み・問合せ　農林夢づくり課　内線412

　ワインぶどう畑の設計のヒント（棚と垣根
栽培のメリット、デメリット、費用など）を学
びます。　※詳細はかみのやまワインの郷プ
ロジェクトのフェイスブックをご覧ください。
■日時　10月１日（火）午後２時30分～５時
■場所　中部地区公民館
■対象　市内でワインぶどう栽培をしている
人または栽培を希望する人
■講師　横町 崇さん（ヴィノーブル・ヴィン
ヤード代表／広島県）
■定員　15人　■参加料　1,000円

ワインの郷スクール
ワインぶどうセミナー

　今年度に実施するワインぶどう畑の整備
費用などを支援します。
■対象　ワイナリーなどへの出荷や、販売
用ワインを製造することを目的とした栽培
者（趣味の栽培は対象外）
■補助対象　栽培施設に係る全般
※詳細は問い合わせください。
■補助率　２分の１以内
■申込方法　必要書類を市のホームページ
からダウンロードするか農林夢づくり課で
受け取り提出

ワインぶどう栽培を
支援します！

９/20(金)
まで申込！

９/27(金)
まで申込！

　７月５日～８月27日、市立図書館で企画
展「ポーランド展～東京2020大会を前に
ポーランド共和国を知る～」が開催されま
した。
　館内のコーナーには民族衣装や関連図
書、世界遺産の写真パネルなど、ポーラン
ドにまつわる約100点が展示。市内から訪
れた松浦耀司郎さん・りおさんは「衣装の
色や刺しゅうが鮮やかできれい。着てみた
くなりました」と笑顔を見せました。

ポーランド展

異文化に心躍る

ポーランド共和国をもっと知ろう!
ホストタウン相手国

上山は自然が豊かで
とてもいいまち。着
任できてうれしいで
す。よろしくお願い
します！

　８月７日、ハンナ・エヴァ・マチェイコさん（ポーラ
ンド出身）が国際交流員として着任しました。ポーラ
ンド語だけでなく、日本語、英語も堪能で、来年のオ
リンピック事前合宿に向けたポーランドとの調整業
務のほか、みなさんに身近に感じてもらえるよう、同
国の紹介、交流活動などに協力していきます。
　マチェイコさんは「ポーランドの文化や歴史を知
ってもらうだけでなく、上山の良さをポーランドに向
けて発信したいです」と意気込みます。

ポーランドと上山の架け橋に
国際交流員着任

ハンナ・エヴァ・
マチェイコさん
（スポーツ振興課所属）

　７月18日､ポーランドへの関
心を高めてもらおうと、市内の小・中学校で
「ポーランド応援献立」が提供されました。
　同国で多く食される食材を使った給食は大
好評。松村亜星さん（中川小３年）は「とても
美味しかったし、ポーランドがどんな国なのか
もっと知りたくなったので、調べてみたいと思
います」と目をキラキラ輝かせていました。
【献立】◇ライ麦パン◇あらびきウィンナー◇チーズ

サラダ◇きのこのクリーム煮

ポーランド応援献立

ポーランドいただきます!



午後１時～４時の間で30分程度/人



今年初開催の大会をサポートしてみませんか？
多くの市民のみなさんの応募をお待ちしています！

■活動日時　９月29日（日）
■活動内容　交通整理、誘導など
■申込期限　９月17日（火）

申込み・問合せ　スポーツ振興課　内線318
✉sports@city.kaminoyama.yamagata.jp

「蔵王坊平ヒルクライムｉｎやまがた」
市民サポーター募集!

御井戸丁のでんきやさん
確かな技術の当店に
ご相談ください！

各種クレジットご利用できます

家電販売、
電気工事など、
ご相談承ります。

家電販売、
電気工事など、
ご相談承ります。

粗大ごみ・不用品の処分
おまかせください！
「体調や年齢のため整理できない」「時間ががとれない」という方、
お気軽にお問い合わせください



問合せ　スポーツ振興課　内線318

◆３日（火）～10日（火）法政大学スキー部

◆11日（水）～18日（水）埼玉医科大学グループ駅伝部

◆12日（木）～18日（水）中央大学陸上競技部

◆23日（月・祝）～29日（日）TOTO陸上競技部※見学の際は練習の妨げにならないようご注意ください。

蔵王坊平
アスリートヴィレッジ情報 
９月の主な合宿予定

２

知事と若者の
地域創生ミーティング
ｉｎかみのやま

地域の元気創出策などについて吉村県知事と意見交換しませんか？

■日時　10月1日(火)午後4時～6時　■対象　15～45歳の市民

■申込方法　①氏名➁年齢③住所④電話番号⑤勤務先・学校名⑥こう
なったらいいと考えることを９月５日(木)まで市政戦略課へ　※会場は

後日連絡。託児も可（要申込）。申込多数の場合、調整の上、決定します。

申込み・問合せ　市政戦略課　内線211





問合せ 市政戦略課 内線219

市報バックナンバーあります！
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やまがた緑環境税

ウッドチップ敷きを通して、森の大切さを学びます！

A Town to Nourish Body and SoulVol.33

市民の元気が地域の元
気

（６月11日・毎日ウォー
キング/クアの道宮生）

“クアオルト　かみのやま”の魅力を実感し、誇れるものに
～全33回、最終回に想いを寄せて～

　平成29年１月から２年８か月にわたり連載してき
た本コーナーは、今回が最終回です。これまで取り
上げたテーマは、ウォーキングや食をはじめ、ヘル
スツーリズム、企業の健康経営、まちづくり、全国
自治体との広域連携、文化芸術、時にはドイツ・ク
アオルト訪問記など、多種多様…。クアオルト事業
をさまざまな角度から捉え、取組に関わる市民のみ
なさんの声や、担当者の想いを交え伝えてきまし
た。

12年の確かな成果、そして課題。
それらを踏まえて次なるステージへ

　平成20年度から始まったクアオルト事業は、今年
度、12年目を迎えます。
　市民だれもが知らなかった「クアオルト」が、現
在は77.2％（平成30年度）の人が知っている状況に
なり、日本唯一のドイツ・ミュンヒェン大学認定コー
スで毎日、専門ガイドが付いて楽しく健康づくりに
取り組める環境が整いました。ウォーキング参加者
は10年前の37倍となる13,693人（平成30年度）に
まで増え、継続して参加する人の医療費削減や主観
的健康感の向上にもつながっています。また、東北
地方で唯一、宿泊型新保健指導（スマート・ライ
フ・ステイ）事業に取り組むほか、国内最多となる
市内５事業者が「ヘルスツーリズム認証」を取得。
健康回復や増進を目的とした宿泊者数は1,731人
（平成30年度）まで拡大しています。
　一方で、｢クアオルト＝ウォーキング、健康に関す
ること」という誤った認識がまだ根強くあることや、
健康に係る実施効果の明確化、ビジネスモデルの
構築など、さまざまな課題があることも事実です。
　市は今後、「クアオルト＝“心と体がうるおう”まち
づくり」というブランドイメージの再構築と定着を
図るとともに、ウォーキングを生かしながら本市の
健康課題に直結する事業の展開による市民の健康
寿命延伸、さらには、観光誘客の一方策としての位
置付けを整理し、ヘルスツーリズムを目的とした来
訪者の一層の拡大に努めます。

市民や企業の元気が地域（まち）の元気…
“芽”から“幹”へ

　“クアオルトの芽”…思い起こすと、連載をスター
トするにあたり、10年近く継続する取組を「芽」と
いう表現が果たして適切なのかといった議論があり
ました。しかし、この取組は50年100年というとても
長い眼で見たまちづくりだと考えており、そうした
時間軸からもあえて「芽」というタイトルにこだわり
ました。
　現在は、市民や市内企業はじめ多くの応援団のみ
なさんの協力により、その一つひとつが力強く芽吹
き、着実に幹になりつつあると実感しています。平
成30年３月14日、市民のみなさんなど400人以上
が三友エンジニア体育文化センターに集った、10周
年記念“クアオルト かみのやま”未来シンポジウム。
ウォーキング参加者やガイド、観光関係者、地域づ
くり団体、高校生など、クアオルト事業に関わる
人々が躍動し、会場が笑顔にあふれた光景は、今も
なお事業を推進する上で大きな力となっています。
　市民や企業の元気が地域（まち）の元気…。まさ
にクアオルト事業が目指すべき姿、根幹に触れた瞬
間でした。これからは、より多くの人々が取組の魅
力を実感でき、誇ることのできるものに磨き上げ、
住む人・訪れる人、そして地域を元気にする“クアオ
ルト かみのやま”を、市民のみなさんと一緒に創り
上げていきます。
（クアオルト推進室スタッフ一同…室長・佐々木 
慶、保健師・髙橋ちぐみ、主事・鈴木 颯、主事・
鈴木優希、推進役・秋葉伸吾）
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力を合わせて勝利へキック！
市少年少女球技大会7月7日

　市少年少女球技大会が市民総合運動広場で開
かれ、地区子ども会の７チームが、キックベース
ボールで優勝を目指しました。手に汗握る白熱し
た試合に、会場は熱気と歓声に包まれました。

◇優勝…金生ゴールデンズ◇準優勝…ニュ
ーキック中山◇第３位…金生ダイヤモンズ
◇ザ・ベストマナー賞…エスパルスA

　コバイケイソウやハクサンチドリなどの高山植
物が花を咲かせる初夏の蔵王で、山形・宮城両
県から参加した約90人が登山を楽しみました。
　参加者は「仲間と一緒だからこそ登山をやりと
げられるし、珍しい花を見つける喜びを共有する
こともできますね」と笑顔で話しました。
　これからは紅葉シーズン。植物や景色など季
節の移ろいが楽しい蔵王に出かけてみましょう！

季節を感じながら蔵王を歩く
蔵王連峰夏山登山7月20日

　金山峠越え羽州街道で史跡の保全活動が行わ
れ、東北芸術工科大学の学生など25人が沿道石
積みの除草や倒木撤去作業などを行いました。
　同日、阿子島 功さん（山形大学名誉教授）と
荒木雄之さん（市文化財専門員）を講師に史跡
の学習会や石造物の調査なども実施され、ふる
さとに対する理解を深めました。
※県みどり豊かな森林環境づくり推進事業の支援を受けて実施しました。

羽州街道の適正な保全と活用
第２回市民史跡保全活動
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スマイルプロジェクト☆かみのやま
きらり
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１_粘土でロールケーキづくり。
「美味しそうにできたよ！」／２_
市内中学・高校生などボランテ
ィアスタッフ94人がイベントを支
えた／３_スマイルプロジェクト
の10年の歴史を展示／４_子ど
もたちに大人気！丸太切り体験
／５_当日は市民ゆかたデーも
開催。涼やかな浴衣姿が会場
を彩った

笑
1

2

3

★★

　めんごりあで「なかよし広場～夏祭り～」が開
催され、夏らしい浴衣などに身を包んだ子どもた
ちが参加しました。
　威勢のいい火勢太鼓の披露で祭りが始まる
と、盆踊りや神輿担ぎ、水風船釣りなどの催しに
大盛り上がり。「お神輿を担げて楽しかった！」
など、会場は祭りを満喫した子どもたちの笑顔で
溢れていました。

夏だ!祭りだ!祭りだ!わっしょい!
めんごりあ夏祭り8月7日

7月20日



●ふれあい相談　☎673－2750
◆一般相談（木曜日）午前9時～午後3時
　9月5日・12日・19日・26日
　10月3日・10日・17日・24日・31日
◆無料法律相談（木曜日） ※要予約。
　9月5日、10月3日　午後1時～4時
　場所　市民相談室（市役所1階）
　問合せ　社会福祉協議会　☎673－2750
●教育相談　☎672－1111
　月曜～金曜日　午前9時～午後4時
　場所　教育相談室（市役所3階）
　問合せ　学校教育課　内線309
●行政相談　☎672－1111
　9月10日(火)　午後1時30分～4時
　10月10日(木)　午前9時～午後3時（ふれ
　あい相談と合同開催）
　場所　市民相談室（市役所1階）
　問合せ　市民生活課　内線124
●交通事故相談　☎630－3047
　月曜～金曜日　午前9時～午後4時
　場所・問合せ　県庁1階交通事故相談所

今月の相談日（９月・10月）

40 vol.
公益財団法人　上山城郷土資料館

大場浩子学芸員

上山踊り山車と衣裳

「踊り山車衣裳」　鈴木トシさん寄贈

※10月末まで、２階第３展示室に展示しています。

　上山の八幡神社の祭礼（旧暦8月15日）を彩る踊
り山車の起源は、今から約270年前にさかのぼりま
す。『上山見聞随筆（菅沼定昭著）』には、
「（訳）八幡宮御祭禮のとき、町々で屋台を出し始
めたのは宝暦２年申年で、十日町中組では５・６人
持ちの屋台を組んで大きな牡丹の花を作り出した」
と記されています。
　山車の種類は年々増え、『傾城無間の鐘』『大友
真鳥馬上人形』『阿部の保名葛の葉童子』『橋弁慶
牛若丸きほうしの片足立つ』『清姫大蛇』『渡辺綱
いはらき破風やふり』など、故事、伝説、歌舞伎な
どの名場面を人形や張子細工などで華やかに仕立て
賑わいをみせました。宝暦５年（1755）には上山藩
主・松平信将公、御隠居御新丸様も御上覧なされた
と伝えています。
　明治時代はじめには、京都八坂神社祇園祭りを模
して大八車や馬車に仕組んだ、高さ７～８ｍほどの
山屋台が幾台も町を練り歩いたようで、当時の山屋
台の写真も残されています。しかしながら、この山

屋台も明治41年（1908）に電話線架設のため中止と
なりました。
　明治40年頃、「はりまや」と「さがみや」の芸妓
を３日間借り受けて繰り出した手踊り屋台が登場、
それが現在の踊り山車のはじまりとされています。
その後、時代の世相により中止と復興を繰り返しな
がら、昭和54年（1979）に上山青年会議所が復興、
平成６年（1994）に踊り山車振興会が発足し、現在
に至ります。
　写真の衣裳は明治～大正期に仕立てられ、昭和の
始め頃まで踊り山車の踊手たちが着用したもので
す。衣裳には鶴や亀、楼閣、瑞雲など縁起物の豪華
な刺しゅうが施され、遠目にも美しくきらびやかに
映えるよう工夫されています。これら衣裳の多く
は、かつて十日町にあった料亭の旧蔵品でしたが、
廃業するときに資料の散逸を防ぐため、市内の旧家
が引き受けたもの。現在は上山城に収蔵され、上山
踊り山車の粋と歴史を伝える貴重な資料群となって
います。
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※「上山城歴史散歩」は、今号で最終回となります。ご愛読ありがとうございました。
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編集後記
今日の散歩道

▽クロスカントリーの取材。多くの選手たちは、力
を使い果たしたような表情でレースを終えます。
しかし、そんな選手たちも、チームメイトに「よく
やった！」「お疲れさま！」と迎えられるとすっか
り笑顔に。▽シニアのレースでは、苦しい中でも、
声援に笑顔で応えたりと、“仲間”や“応援”が持つ
力というものを改めて感じました。（佐藤）

▽花火の初撮影に汗を流した『スマイルプロジェ
クト☆かみのやま』。毎年訪れているという市民
の方が「花火の焦げたような香りを嗅ぐと、かみ
のやまの夏が来たと感じるなあ…」と話していた
のを思い出します。▽それぞれの季節を何気なく
過ごしてしまいがちですが、これからはじっくり楽
しみたいなと感じた瞬間でした。（加藤）

第31回羽州街道飛脚駅伝大会
参加者募集！

 状箱を担いだ飛脚となって、仲間と一緒に関根～
赤山地区の約8㎞を駆け抜けてみませんか？
■日時　9月29日（日）午前9時20分スタート
■コース　主要地方道上山七ヶ宿線
■チーム編成　1チーム11人　※性別・年齢は不
問。笑いを運ぶような仮装での参加も大歓迎。
■定員　13チーム
■参加料　無料　※事故やケガなどによる保険は
参加チームで加入。
■申込期限　9月10日（火）
●申込み・問合せ　本庄地区公民館   ☎・FAX674‐3302 

大商業祭「駅前黄金市」

　駅前商店会会員事業所や市内事業所の自慢の商
品を販売します。
■日時　9月28日(土)午前11時～午後８時
■場所　味処まるげん駐車場・駅前商店会通り
　　   　※開催時は歩行者天国となります。
●問合せ　市商工会　☎672-2057

■日時　9月27日(金)午後1時30分～4時10分
※午後1時～受付。
■場所　三友エンジニア体育文化センター
■内容　
◎講演「山形の里山からはじまる地方創生」…
講師／黒田三佳さん（里山ソムリエ）
◎分科会「国史跡『楢下宿』の適正な保存と
活用を通した歴史まちづくり～住民の、住民
による、住民のための取り組み～」…発表者
／佐藤司郎さん（羽州街道「楢下宿」研究会
代表） ほか
●申込み・問合せ　生涯学習課　内線311

村山地区社会教育推進協議会研修会
（兼）生涯学習振興 村山ブロック大会
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